
石川県立七尾特別支援学校珠洲分校

重点目標 具体的取組 主担当 現 状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備 考

１ 授業研究や校 ① 授業案検討会、研究 研究推 昨年度は一人一研究授業を実 【満足度指標】 授業研究が今後の自分の授業に活 Ｃ以下の割合が、 ９月と１月

内研修等の実 授業、授業整理会の 進委員 施し、授業力の向上を図った 授業研究をとおして かせる内容であると １５%以上あれば に職員への

施をとおして 持ち方を見直し、改 会 が、その後の授業改善に十分 今後の自分の授業に Ａ：十分感じた 授業研究のあり方 アンケート

の教員の専門 善・工夫し実践する 活かせるまでには至らなかっ 活かせる内容である Ｂ：おおむね感じた を再検討する。 調査を実施

性向上と授業 ことで、個々の教師 た。授業研究後の教師の満足 と感じる。 Ｃ：あまり感じなかった

改善の推進 の授業力の向上と専 感も十分ではなく授業研究の Ｄ：ほとんど感じなかった

門性の向上を図る。 あり方を見直す必要がある。

② 障害特性の理解や支 教育支 これまで校内で児童生徒の障 【努力指標】 障害特性の理解に関する研修会を Ｃ以下であれば研

援・指導方法につい 援課 害特性の基本的な理解に関す 障害特性の理解に関 Ａ：年４回以上実施 修会の計画及び方

ての研修会を行い、 る研修を実施しておらず、一 する研修会を年３回 Ｂ：年３回実施 法を再検討する。

教員の専門性向上を 般的な指導法について知らな 実施する。 Ｃ：年２回以下実施

図る。 い教員が多い。また、昨年度 Ｄ：実施しなかった

は教師の専門性に十分満足し

ている保護者の割合が７０％ 【満足度指標】 教師の専門性に十分満足している Ｃ以下であれば研 ９月と１月

であり、個々の教師の専門性 （保護者） 保護者の割合が 修会の内容及び方 に保護者へ

向上を図る必要がある。 教師の専門性に十分 Ａ：８５％以上 法を再検討する。 のアンケー

満足している。 Ｂ：７５％以上８５％未満 ト調査を実

Ｃ：６５％以上７５％未満 施

Ｄ：６５％未満

２ 地域の資源を ① 地域の高齢者団体 小学部 昨年度は「ほのぼの会」との 【努力指標】 実施回数は Ｃ以下であれば

活用した計画 「ほのぼの会」と定 交流を２回行った。「ほのぼ 「ほのぼの会」との Ａ：５回以上 交流計画や内容を

的な教育活動 期的に多様な活動を の会」の方々の満足度が高く、 交流を年４回実施す Ｂ：４回 再検討する。

ならびに地域 一緒に行い、交流す 継続して交流したいという要 る。 Ｃ：３回

との交流活動 る。 望をいただいている。 Ｄ：２回以下

の推進

② 地域の方々とグラウ 中・高 昨年度は授業でグラウンドゴ 【努力指標】 実施回数は Ｃ以下であれば

ンドゴルフ等をとお 等部 ルフの練習を５回行ったが、 グラウンドゴルフ等 Ａ：３回以上 交流計画や内容を

しての交流を行う。 地域の方々との交流を行うま をとおした交流を年 Ｂ：２回 再検討する。

でには至らなかった。 ２回実施する。 Ｃ：１回

Ｄ：実施しなかった



重点目標 具体的取組 主担当 現 状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備 考

３ キャリア教育 ① 長期的展望にたち、 進路指 能登北部地域では就労や職場 【成果指標】 新たに開拓した実習協力企業は Ｃ以下であれば、

の推進と進路 関係機関と連携して 導課 実習受け入れ企業が少ない。 新たな職場実習受け Ａ：３社以上 職場開拓の方法を

指導の充実 珠洲市、能登町、輪 今年度、他校からの中・高等 入れ企業が増える。 Ｂ：２社 再検討する。

島市での職場実習及 部への新入生が６名おり、個 Ｃ：１社

び職場開拓を行う。 々の生徒の特性に応じた職場 Ｄ：０社

実習場所を開拓することが急

務となっている。

② 児童生徒の実態及び 進路指 毎年、中・高親子施設見学や 【満足度指標】 中・高親子施設見学や進路研修会 Ｃ以下であれば各 各行事の後

保護者のニーズに応 導課 進路研修会を実施している。 （保護者） の内容に 行路の内容を再検 に保護者に

じた中・高親子施設 今年度、他校からの新入生が 中・高親子施設見学 Ａ：８割以上が満足 討する。 アンケート

見学や進路研修会の 中・高等部に６名おり、親子 や進路研修会の内容 Ｂ：７割以上８割未満が満足 調査を実施

内容を工夫し、進路 施設見学や進路研修会の内容 に満足している。 Ｃ：６割以上７割未満が満足

指導の充実を図る。 の充実を図る必要がある。 Ｄ：６割未満が満足

③ 部・学級だよりや連 生徒指 学校では毎日清掃指導をして 【成果指標】 家庭でお手伝いをする児童生徒の Ｃ以下であれば、 ９月と１月

絡帳、保護者懇談等 導課 いるが、家庭で掃除や洗濯、 家庭でお手伝いをす 割合が 児童生徒への指導 に保護者へ

をとおして、保護者 食器洗い等の簡単な手伝いを る児童生徒の割合が Ａ：７割以上 内容や方法、保護 のアンケー

の協力を得ながら、 している児童生徒は少ない。 増える。 Ｂ：６割以上７割未満 者への協力依頼の ト調査を実

家庭でお手伝いをす 昨年度は、家庭でお手伝いを Ｃ：５割以上６割未満 方法を再検討す 施

る児童生徒の割合を する児童生徒の割合が６割し Ｄ：５割未満 る。

高める。 かなかった。

４ 授業や校務等 ① ワードやエクセルな 校内情 昨年度末、教員に一人一台Ｐ 【努力指標】 ソフトを活用する研修会を Ｃ以下であれば研

にＩＣＴを活 どのソフトを活用す 報委員 Ｃが貸与されたが、校務等で ワードやエクセルな Ａ：年３回以上実施 修会の内容及び方

用する能力を る研修会を実施し、 会 ワードやエクセルなどのソフ どのソフトを活用す Ｂ：年２回実施 法を再検討する。

高める取り組 教職員のＩＣＴ活用 トを十分活用できる教員が少 る研修会を年２回実 Ｃ：年１回実施

みの推進 能力の向上を図る。 ない。 施する。 Ｄ：実施しなかった

【成果指標】 校務等に活用できる教員の割合が Ｃ以下であれば指 ９月と１月

ワードやエクセルな Ａ：７割以上 導方法を再考す に職員への

どのソフトを校務等 Ｂ：６割以上７割未満 る。 アンケート

に活用できるように Ｃ：５割以上６割未満 を実施

なる。 Ｄ：５割未満


